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会 社 概 要 

設 立：昭和 52年 2月   代表者：河野 繁美 

資本金：7000万円     従業員：55名  

事業内容：無線機器、音響機器、映像機器の開発、製造、販売 

提 案 内 容 

◆適用可能分野 

 クレーンをはじめとした各種搬送装置や建設・土木機械メーカー及びユーザー 

◆開発レベル 

□アイデア段階 ■試作/実験段階 □開発完了段階 □製品化段階

◆特許有無（  有  、  無 ） 

◆概要 

１．最適無線化提案 

◎ワイヤレス化による「省人化」の提案 

◎無線操作する機械が見えない場所からの操作も安心 

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ信号で機械の状態を手元の操作機で LEDや 

有機 ELで確認する事が出来、安全な作業環境を実現。 

◎単方向から双方向へ 

従来の単方向型での無線操作に不安を感じていたり、 

安全性の向上を検討中の機械メーカーに 

「双方向型無線機」での「無線機標準装備化」を 

提案します。 

２．製品の特徴 

◎制御に特化した双方向型無線機です。 

◎今後の海外展開も考慮した周波数設定です。 

３．当社製品の強み 

◎お客様の要望に応じたカスタマイズ製品の対応 

◎耐ノイズ性に優れ、信号の高い信頼性を確保 

◎応答速度が最小 50msecでリアルタイム制御が可能 

◆技術新規性 

従来の単方向通信制御に対し、制御する機械の「対話型制御」が可能となります。例えば、

無線制御する機械側の条件が揃わない間、操作機では緊急停止やブザーの操作以外は許可

させない事も可能です。また、許可されていない操作が有る事を操作機の有機 EL に表示さ

せたり、ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰｼｮﾝで警告する事も出来ます。 

さらに、２台の操作機間でｲﾝﾀｰﾛｯｸを掛けて、エリア毎に操作権の引継ぎを行える等、従来

の単方向通信制御では手間とコストの掛かる制御を安価に実現できます。 

◆コスト優位性 

従来の単方向型で双方向通信させる場合は２セット必要でしたが、双方向型では１セット

で対応可能となり、コスト面で約６８％のコスト削減となります。 

希 望 提 携 

内 容 
各種搬送装置メーカー、建設・土木・農業機械メーカーへの無線機標準装備化の提案 

キーワード 双方向通信・安全性向上・生産性向上・付加価値向上 

出展企業 


